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受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申
し上げます。
さて、「通貨選択型　米国リート・αクワ
トロ（毎月分配型）」は、このたび、第17期
の決算を行ないました。
ここに、第12期～第17期中の運用状況をご

報告申し上げます。
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、
お願い申し上げます。

通貨選択型
米国リート・αクワトロ

（毎月分配型）

★当ファンドの仕組みは次の通りです。
商 品 分 類 追加型投信／海外／不動産投信（リート）
信 託 期 間 約 5年間（2015年 6 月26日～2020年 6 月17日）
運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行ないます。

主要投資対象

当ファンド

イ ．ケイマン籍の外国投資信託「ク
レディ・スイス・ユニバーサル・
トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイ
ワ・アメリカン・リート・クワト
ロ・インカム・ファンド」（以下
「アメリカン・リート・クワト
ロ・ファンド」といいます。）の受
益証券（円建）

ロ ．ダイワ・マネーポートフォリ
オ・マザーファンドの受益証券

ダイワ・マネー
ポートフォリオ・
マザーファンド

円建ての債券

当ファンドの
運 用 方 法

①主として、アメリカン・リート・クワトロ・ファンド
の受益証券への投資を通じて、米国のリートに投資する
とともに、為替取引ならびにリートおよび通貨のカバー
ドコール戦略を組み合わせることで、高水準のインカム
性収益の確保と信託財産の成長をめざします。 
　※ 米国のリートへの投資にあたっては、米国のリート

指数を対象としたＥＴＦを活用します。対象となる
リート指数には、一部、モーゲージ・リートや不動
産関連株式を含むことがあります。 

②当ファンドは、アメリカン・リート・クワトロ・ファ
ンドとダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
に投資するファンド・オブ・ファンズです。通常の状態
で、アメリカン・リート・クワトロ・ファンドへの投資
割合を高位に維持することを基本とします。
③アメリカン・リート・クワトロ・ファンドでは、米ド
ル建ての資産に対して米ドル売り／ブラジル・レアル買
いの為替取引を行ないます。また、円に対するブラジ
ル・レアルのコール・オプションの売りを行ないます。

マザーファンド
の運用方法

①円建ての債券を中心に投資し、安定した収益の確保を
めざして安定運用を行ないます。 
②円建資産への投資にあたっては、残存期間が 1年未
満、取得時においてＡ‒ 2 格相当以上の債券およびコ
マーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

組 入 制 限

当ファンドの
投資信託証券組入上限比率 無制限

マザーファンドの
株式組入上限比率 純資産総額の10%以下

分 配 方 針

分配対象額は、経費控除後の配当等収益と売買益（評価
益を含みます。）等とし、当初設定から 1年以内に分配
を開始し、分配開始後は、原則として、毎決算時に分配
を行なうことを目標に、基準価額の水準を勘案して分配
金額を決定します。ただし、分配対象額が少額の場合に
は、分配を行なわないことがあります。 

運用報告書（全体版）
第12期（決算日　2016年 7 月19日）
第13期（決算日　2016年 8 月17日）
第14期（決算日　2016年 9 月20日）
第15期（決算日　2016年10月17日）
第16期（決算日　2016年11月17日）
第17期（決算日　2016年12月19日）



通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）

 設定以来の運用実績

決　　算　　期
基　　準　　価　　額

公 社 債
組 入 比 率

投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率

純 資 産
総 　 額（分 配 落） 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 % % % 百万円
1 期末（2015年 8 月17日） 9, 602 200 △ 2. 0 0. 0 95. 7 5, 577 
2 期末（2015年 9 月17日） 7, 888 200 △ 15. 8 0. 0 97. 9 5, 623 
3 期末（2015年10月19日） 8, 037 200 4. 4 0. 0 97. 4 6, 071 
4 期末（2015年11月17日） 8, 041 200 2. 5 0. 0 98. 5 6, 329 
5 期末（2015年12月17日） 7, 993 200 1. 9 0. 0 98. 0 6, 621 
6 期末（2016年 1 月18日） 7, 021 200 △ 9. 7 0. 0 98. 3 5, 869 
7 期末（2016年 2 月17日） 6, 677 200 △ 2. 1 0. 0 98. 7 5, 652 
8 期末（2016年 3 月17日） 7, 233 200 11. 3 0. 0 98. 8 6, 209 
9 期末（2016年 4 月18日） 7, 457 200 5. 9 0. 0 98. 5 6, 532 
10期末（2016年 5 月17日） 7, 561 200 4. 1 0. 0 97. 8 7, 060 
11期末（2016年 6 月17日） 7, 321 200 △ 0. 5 0. 0 97. 2 7, 633 
12期末（2016年 7 月19日） 7, 860 200 10. 1 0. 0 97. 7 8, 928 
13期末（2016年 8 月17日） 7, 619 200 △ 0. 5 0. 0 98. 1 9, 606 
14期末（2016年 9 月20日） 7, 085 200 △ 4. 4 0. 0 96. 9 10, 310 
15期末（2016年10月17日） 7, 106 200 3. 1 0. 0 97. 3 12, 848 
16期末（2016年11月17日） 6, 627 200 △ 3. 9 0. 0 96. 7 14, 762 
17期末（2016年12月19日） 7, 083 200 9. 9 0. 0 95. 3 18, 220 

（注 1）基準価額の騰落率は分配金込み。
（注 2）公社債組入比率は、マザーファンドの組入比率を当ファンドベースに換算したものを含みます。
（注 3）公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除きます。
（注 4）当ファンドは、ファンドの運用方針に対して適切な比較指数がないため、ベンチマークおよび参考指数を記載しておりません。
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■基準価額・騰落率
第12期首：7, 321円
第17期末：7, 083円（既払分配金1, 200円）
騰 落 率：14. 0%（分配金再投資ベース）
■基準価額の主な変動要因

主にクレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ－ダイワ・アメリカン・リート・
クワトロ・インカム・ファンド（以下「アメリカン・リート・クワトロ・ファンド」といいます。）
の上昇が寄与し、基準価額は上昇しました。アメリカン・リート・クワトロ・ファンドについては、
米国のリートに投資し、米ドル売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行なうとともに、リートな
らびに通貨（円に対するブラジル・レアル）のカバードコール戦略を構築した結果、リートが下落し
たことはマイナス要因となりましたが、ブラジル・レアルが対円で上昇したことや為替取引によるプ
レミアム（金利差相当分の収益）がプラスに寄与しました。オプション取引については、リートのオ
プションはプラスに寄与し、通貨のオプションはマイナスに働きました。くわしくは「投資環境につ
いて」をご参照ください。

＊ 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示
すものであり、お客さまの損益の状況を示すものではありません。
＊ 分配金を再投資するかどうかについては、お客さまが利用するコースにより異なります。また、分配金の課税条件は、ファンドの購入価額により
異なります。

《運用経過》
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 基準価額等の推移について
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通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）

年　　月　　日
基　準　価　額 公 社 債

組 入 比 率

投 資 信 託
受 益 証 券
組 入 比 率騰　落　率

円 % % %

第12期
（期 首）2016年 6 月17日 7, 321 ─ 0. 0 97. 2 

6 月末　 7, 825 6. 9 0. 0 97. 9 
（期 末）2016年 7 月19日 8, 060 10. 1 0. 0 97. 7 

第13期
（期 首）2016年 7 月19日 7, 860 ─ 0. 0 97. 7 

7 月末　 7, 899 0. 5 0. 0 97. 2 
（期 末）2016年 8 月17日 7, 819 △ 0. 5 0. 0 98. 1 

第14期
（期 首）2016年 8 月17日 7, 619 ─ 0. 0 98. 1 

8 月末　 7, 639 0. 3 0. 0 98. 2 
（期 末）2016年 9 月20日 7, 285 △ 4. 4 0. 0 96. 9 

第15期
（期 首）2016年 9 月20日 7, 085 ─ 0. 0 96. 9 

9 月末　 7, 350 3. 7 0. 0 94. 9 
（期 末）2016年10月17日 7, 306 3. 1 0. 0 97. 3 

第16期
（期 首）2016年10月17日 7, 106 ─ 0. 0 97. 3 

10月末　 7, 078 △ 0. 4 0. 0 95. 2 
（期 末）2016年11月17日 6, 827 △ 3. 9 0. 0 96. 7 

第17期
（期 首）2016年11月17日 6, 627 ─ 0. 0 96. 7 

11月末　 6, 944 4. 8 0. 0 97. 1 
（期 末）2016年12月19日 7, 283 9. 9 0. 0 95. 3 

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。
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 投資環境について

○米国不動産ＥＴＦ市況
i シェアーズ米国不動産ＥＴＦ（配当再投資）は米ドルベースで2. 0%下落しました。当作成期間を
通してＦＲＢ（米国連邦準備制度理事会）による利上げをめぐる思惑に大きく左右される推移となり
ました。利上げ観測が後退した局面では上昇しましたが、2016年10月に年内利上げ観測が高まり長期
金利が大きく上昇すると、急速に値を下げました。12月にＦＲＢは2015年12月以来の利上げを実施し
ましたが、市場はおおむね織り込み済みだったことから、大きな下落は見られませんでした。
○為替相場

ブラジル・レアルは対円で17. 9%上昇しました。第12期首から2016年 9 月にかけては、ＦＲＢに
よる利上げや日銀による追加緩和をめぐる思惑などに左右され、方向感のない推移となりました。10
月から11月にかけては、原油価格の上昇などを背景に市場のリスク回避姿勢が後退して円が売られ、
レアルは対円で上昇しました。12月に入ると、ブラジル国内での財政再建期待が高まったことや、主
要産油国が原油生産量の削減で合意し原油価格が上昇したことを受けて、レアルは続伸しました。
○短期金利市況

ブラジル中央銀行は政策金利を10月と11月に0. 25%ポイントずつ引き下げ、14. 25%から13. 75%
としました。一方、ＦＲＢは2016年12月のＦＯＭＣ（米国連邦公開市場委員会）で政策金利の誘導目
標レンジを0. 25～0. 50%から0. 50～0. 75%に引き上げました。

 前作成期間末における「今後の運用方針」

○当ファンド
アメリカン・リート・クワトロ・ファンドとダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドに投
資します。また、アメリカン・リート・クワトロ・ファンドへの投資割合を高位に維持することを基
本とします。
○アメリカン・リート・クワトロ・ファンド

ダウ・ジョーンズ米国不動産指数を対象としたＥＴＦを活用し、米国のリートへ投資します。米ド
ル建ての資産に対して、原則として、米ドル売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行ないます。
対象とする指数またはＥＴＦにかかるコール・オプションの売りを行ない、リート・カバードコール
戦略を構築します。オプションのカバー率はファンドの純資産総額の50%程度とします。また、円
に対するブラジル・レアルのコール・オプションの売りを行ない、通貨カバードコール戦略を構築し
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ます。オプションのカバー率はファンドの純資産総額のおおむね50%程度とします。
○ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。

 ポートフォリオについて

○当ファンド
アメリカン・リート・クワトロ・ファンドとダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドに投
資しました。アメリカン・リート・クワトロ・ファンドへの投資割合を高位に維持しました。
○アメリカン・リート・クワトロ・ファンド

ダウ・ジョーンズ米国不動産指数を対象としたＥＴＦを活用し、米国のリートへの投資を行ないま
した。米ドル建ての資産に対して米ドル売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行ないました。投
資対象とするＥＴＦにかかるコール・オプションの売りを行ない、リート・カバードコール戦略を構
築しました。オプションのカバー率はファンドの純資産総額のおおむね50%程度としました。円に
対するブラジル・レアルのコール・オプションの売りを行ない、通貨カバードコール戦略を構築しま
した。オプションのカバー率はファンドの純資産総額のおおむね50%程度としました。
○ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン等による運用を行ないました。

 ベンチマークとの差異について

当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび参考指数を設けておりません。
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 分配金について

第12期から第17期の 1万口当り分配金（税込み）はそれぞれ200円といたしました。
収益分配金の決定根拠は下記の「収益分配金の計算過程（ 1万口当り）」をご参照ください。
なお、留保益につきましては、運用方針に基づき運用させていただきます。

■分配原資の内訳（ 1万口当り）

項　　　　目
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期

2016年 6 月18日 2016年 7 月20日 2016年 8 月18日 2016年 9 月21日 2016年10月18日 2016年11月18日
～2016年 7 月19日 ～2016年 8 月17日 ～2016年 9 月20日 ～2016年10月17日 ～2016年11月17日 ～2016年12月19日

当期分配金（税込み）（円） 200 200 200 200 200 200 
対基準価額比率（％） 2. 48 2. 56 2. 75 2. 74 2. 93 2. 75 
当期の収益 （円） 200 200 200 186 197 200 
当期の収益以外（円） ─  ─  ─  13 2 ─  

翌期繰越分配対象額 （円） 3, 088 3, 249 3, 410 3, 423 3, 435 3, 467 
（注 1） 「当期の収益」は「経費控除後の配当等収益」および「経費控除後の有価証券売買等損益」から分配に充当した金額です。また、「当期の収益以外」は「収益調整金」

および「分配準備積立金」から分配に充当した金額です。
（注 2）円未満は切捨てており、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税込み）に合致しない場合があります。
（注 3）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります。

《今後の運用方針》
○当ファンド

引き続き、アメリカン・リート・クワトロ・ファンドとダイワ・マネーポートフォリオ・マザー
ファンドに投資します。また、アメリカン・リート・クワトロ・ファンドへの投資割合を高位に維持
することを基本とします。

■収益分配金の計算過程（ 1万口当り）
項　　　　目 第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期

（ａ）経費控除後の配当等収益 365. 62円 340. 03円 333. 44円 186. 58円 197. 86円 213. 34円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0. 00  0. 00  0. 00  0. 00  0. 00  0. 00
（ｃ）収益調整金 1, 104. 37 1, 413. 04 1, 808. 35 2, 193. 39 2, 466. 29 2, 640. 91
（ｄ）分配準備積立金 1, 818. 33 1, 696. 92 1, 468. 68 1, 243. 03 971. 33 813. 06
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 288. 33 3, 449. 99 3, 610. 48 3, 623. 00 3, 635. 49 3, 667. 32
（ｆ）分配金 200. 00 200. 00 200. 00 200. 00 200. 00 200. 00
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 088. 33 3, 249. 99 3, 410. 48 3, 423. 00 3, 435. 49 3, 467. 32
（注）下線を付した該当項目から分配金を計上しています。
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○アメリカン・リート・クワトロ・ファンド
ダウ・ジョーンズ米国不動産指数を対象としたＥＴＦを活用し、米国のリートへの投資を行ないま
す。米ドル建ての資産に対して、原則として、米ドル売り／ブラジル・レアル買いの為替取引を行な
います。対象とする指数またはＥＴＦにかかるコール・オプションの売りを行ない、リート・カバー
ドコール戦略を構築します。オプションのカバー率はファンドの純資産総額の50%程度とします。
円に対するブラジル・レアルのコール・オプションの売りを行ない、通貨カバードコール戦略を構築
します。オプションのカバー率はファンドの純資産総額のおおむね50%程度とします。
○ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。
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項　　　目

第12期～第17期

項　　目　　の　　概　　要（2016. 6. 18～2016. 12. 19）

金　　額 比　　率

信託報酬  45円 0. 614％ 信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率
　　　　　期中の平均基準価額は7, 396円です。

（投信会社）  （16）  （0. 218） 投信会社分は、ファンドの運用と調査、受託銀行への運用指図、基準価額の計算、目論見書・運用報告書の作成等の対価

（販売会社）  （28）  （0. 383） 販売会社分は、運用報告書等各種書類の送付、口座内での各ファンドの管理、購入後の情報提供等の対価

（受託銀行）  （1）  （0. 013） 受託銀行分は、運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

売買委託手数料  1   0. 020  売買委託手数料＝期中の売買委託手数料／期中の平均受益権総口数
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料

（投資信託受益証券）  （1）  （0. 020） 

有価証券取引税  ─ ─ 有価証券取引税＝期中の有価証券取引税／期中の平均受益権口数
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金

その他費用  0   0. 004  その他費用＝期中のその他費用／期中の平均受益権口数

（監査費用）  （0）  （0. 004） 監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用

合　　 計  47   0. 638  
（注 1） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、項目の概要の簡便法により算出し

た結果です。なお、売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額
のうち、このファンドに対応するものを含みます。

（注 2）各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）が支払った費用を含みません。   
（注 3）金額欄は各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
（注 4）比率欄は 1万口当りのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。  

 1万口当りの費用の明細

2

通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）
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通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）

（2）ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドに
おける当作成期間中の利害関係人との取引状況

（2016年 6 月18日から2016年12月19日まで）
決　算　期 第　 12　期　～　第　 17　期

区　　　 分 買付額等
A

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｂ

Ｂ／Ａ 売付額等Ｃ

う ち 利 害
関係人との
取引状況Ｄ

Ｄ／Ｃ

百万円 百万円 % 百万円 百万円 %

公社債 328, 180 92, 215 28. 1 ─ ─ ─
コール・ローン 9, 516, 566 ─ ─ ─ ─ ─
（注）平均保有割合0. 0%
※ 平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該ベビーファン
ドのマザーファンド所有口数の割合。

■売買および取引の状況
投資信託受益証券

（2016年 6 月18日から2016年12月19日まで）
決　算　期 第　 12　期　～　第　 17　期

買　　　付 売　　　付
口　　数 金　　額 口　　数 金　　額

外国（邦貨建）
千口 千円 千口 千円

271, 101. 024 11, 766, 271 16, 663. 908 727, 810 

（注 1）買付は、外国投資信託から支払われた分配金による再投資分を含みます。
（注 2）金額は受渡し代金。
（注 3）金額の単位未満は切捨て。

■主要な売買銘柄
投資信託受益証券

（2016年 6 月18日から2016年12月19日まで）
第　 12　期　～　第　 17　期

買　　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 口　　数 金　　額 平均単価 銘　　　　　柄 口　　数 金　　額 平均単価

千口 千円 円 千口 千円 円 

DAIWA AMERICAN REIT QUATTRO 
INCOME FUND（ケイマン諸島）  207, 372. 936 9, 000, 000 43 DAIWA AMERICAN REIT QUATTRO INCOME FUND（ケイマン諸島）  16, 663. 908 727, 810 43 

（注 1）金額は受渡し代金。
（注 2）金額の単位未満は切捨て。

■利害関係人との取引状況
（1） 当ファンドにおける当作成期間中の利害関係人との

取引状況

　当作成期間（第12期～第17期）中における利害関
係人との取引はありません。

（3） 当作成期間中の売買委託手数料総額に対する利害関
係人への支払比率

　当作成期間（第12期～第17期）中における売買委託
手数料の利害関係人への支払いはありません。

※ 利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第 1項に規定される
利害関係人であり、当作成期間における当ファンドに係る利害関係人とは、大和
証券です。
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通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）

（2）親投資信託残高

種　 　類
第11期末 第　17　期　末
口　　　数 口　　　数 評　価　額

千口 千口 千円 
ダイワ・マネーポートフォリオ・
マザーファンド 159 159 159 

（注）単位未満は切捨て。

■投資信託財産の構成
2016年12月19日現在

項　　　　　　目 第　17　期　末
評　価　額 比　　率

千円 %

投資信託受益証券 17, 361, 464 92. 5 

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド 159 0. 0 
コール・ローン等、その他 1, 414, 994 7. 5 
投資信託財産総額 18, 776, 619 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1） ファンド・オブ・ファンズが組入れた邦貨建ファン

ドの明細

ファンド名
第　17　期　末

口　　数 評 価 額 比　　率
千口 千円 % 

外国投資信託受益証券
（ケイマン諸島）
DAIWA AMERICAN REIT 
QUATTRO INCOME FUND

409, 400. 922 17, 361, 464 95. 3 

（注 1）比率欄は、純資産総額に対する評価額の比率。
（注 2）評価額の単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
(2016年 7 月19日)､ (2016年 8 月17日)､ (2016年 9 月20日)､ (2016年10月17日)､ (2016年11月17日)､ (2016年12月19日) 現在

項 目 第12期末 第13期末 第14期末 第15期末 第16期末 第17期末
（Ａ）資産 9, 326, 256, 068円 9, 890, 829, 362円 10, 989, 029, 400円 13, 259, 714, 839円 15, 562, 060, 358円 19, 226, 619, 509円

コール・ローン等 602, 056, 497  465, 905, 229  839, 441, 227  761, 596, 303  974, 691, 268  1, 414, 994, 604  
投資信託受益証券（評価額） 8, 724, 039, 571  9, 424, 764, 133  9, 989, 428, 189  12, 497, 958, 552  14, 277, 209, 122  17, 361, 464, 937  
ダイワ・マネーポートフォリオ・
マザーファンド（評価額） 160, 000  160, 000  159, 984  159, 984  159, 968  159, 968  
未収入金 ─  ─  160, 000, 000  ─  310, 000, 000  450, 000, 000  

（Ｂ）負債 397, 758, 548  283, 969, 238  678, 733, 813  411, 272, 498  799, 974, 127  1, 006, 425, 312  
未払金 ─  ─  320, 000, 000  ─  310, 000, 000  450, 000, 000  
未払収益分配金 227, 175, 575  252, 167, 256  291, 029, 621  361, 607, 400  445, 493, 303  514, 477, 893  
未払解約金 161, 582, 489  22, 522, 774  55, 976, 919  38, 893, 891  29, 577, 681  24, 023, 697  
未払信託報酬 8, 940, 896  9, 158, 575  11, 529, 794  10, 503, 716  14, 538, 742  17, 443, 051  
その他未払費用 59, 588  120, 633  197, 479  267, 491  364, 401  480, 671  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 8, 928, 497, 520  9, 606, 860, 124  10, 310, 295, 587  12, 848, 442, 341  14, 762, 086, 231  18, 220, 194, 197  
元本 11, 358, 778, 773  12, 608, 362, 811  14, 551, 481, 053  18, 080, 370, 048  22, 274, 665, 165  25, 723, 894, 675  
次期繰越損益金 △  2, 430, 281, 253  △  3, 001, 502, 687  △  4, 241, 185, 466  △  5, 231, 927, 707  △  7, 512, 578, 934  △  7, 503, 700, 478  

（Ｄ）受益権総口数 11, 358, 778, 773口 12, 608, 362, 811口 14, 551, 481, 053口 18, 080, 370, 048口 22, 274, 665, 165口 25, 723, 894, 675口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 7, 860円 7, 619円 7, 085円 7, 106円 6, 627円 7, 083円

＊第11期末における元本額は10, 426, 380, 806円、当作成期間（第12期～第17期）中における追加設定元本額は19, 399, 034, 932円、同解約元本額は4, 101, 521, 063円です。
＊第17期末の計算口数当りの純資産額は7, 083円です。   
＊第17期末の純資産総額が元本額を下回っており、その差額は7, 503, 700, 478円です。 
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通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）

■損益の状況
第12期　自2016年 6 月18日　至2016年 7 月19日　　第14期　自2016年 8 月18日　至2016年 9 月20日　　第16期　自2016年10月18日　至2016年11月17日
第13期　自2016年 7 月20日　至2016年 8 月17日　　第15期　自2016年 9 月21日　至2016年10月17日　　第17期　自2016年11月18日　至2016年12月19日

項 目 第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期
（Ａ）配当等収益 420, 112, 210円 437, 942, 605円 496, 818, 036円 347, 918, 116円 455, 370, 435円 555, 061, 085円

受取配当金 420, 127, 142  437, 958, 085  496, 839, 084  347, 937, 277  455, 396, 814  555, 089, 488  
受取利息 126  120  219  102  72  226  
支払利息 △  15, 058  △  15, 600  △  21, 267  △  19, 263  △  26, 451  △  28, 629  

（Ｂ）有価証券売買損益 366, 513, 601  △  482, 943, 544  △  953, 489, 569  △  541, 950  △  1, 017, 285, 023  1, 001, 721, 811  
売買益 382, 954, 456  8, 813, 030  18, 742, 797  2, 618, 037  16, 219, 968  1, 015, 199, 172  
売買損 △  16, 440, 855  △  491, 756, 574  △  972, 232, 366  △  3, 159, 987  △  1, 033, 504, 991  △  13, 477, 361  

（Ｃ）信託報酬等 △  9, 000, 484  △  9, 219, 620  △  11, 606, 640  △  10, 573, 728  △  14, 635, 652  △  17, 559, 321  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 777, 625, 327  △  54, 220, 559  △  468, 278, 173  336, 802, 438  △  576, 550, 240  1, 539, 223, 575  
（Ｅ）前期繰越損益金 △  1, 443, 853, 404  △  848, 210, 116  △  1, 065, 393, 819  △  1, 759, 043, 549  △  1, 736, 058, 846  △  2, 672, 065, 114  
（Ｆ）追加信託差損益金 △  1, 536, 877, 601  △  1, 846, 904, 756  △  2, 416, 483, 853  △  3, 448, 079, 196  △  4, 754, 476, 545  △  5, 856, 381, 046  
（配当等相当額） （ 1, 254, 438, 144） （ 1, 781, 613, 967） （ 2, 631, 424, 047） （ 3, 965, 732, 131） （ 5, 493, 585, 797） （ 6, 793, 459, 244） 
（売買損益相当額） （△  2, 791, 315, 745） （△  3, 628, 518, 723） （△  5, 047, 907, 900） （△  7, 413, 811, 327） （△  10, 248, 062, 342） （△  12, 649, 840, 290） 

（Ｇ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ） △  2, 203, 105, 678  △  2, 749, 335, 431  △  3, 950, 155, 845  △  4, 870, 320, 307  △  7, 067, 085, 631  △  6, 989, 222, 585  
（Ｈ）収益分配金 △  227, 175, 575  △  252, 167, 256  △  291, 029, 621  △  361, 607, 400  △  445, 493, 303  △  514, 477, 893  

次期繰越損益金（Ｇ＋Ｈ） △  2, 430, 281, 253  △  3, 001, 502, 687  △  4, 241, 185, 466  △  5, 231, 927, 707  △  7, 512, 578, 934  △  7, 503, 700, 478  
追加信託差損益金 △  1, 536, 877, 601  △  1, 846, 904, 756  △  2, 416, 483, 853  △  3, 448, 079, 196  △  4, 754, 476, 545  △  5, 856, 381, 046  
（配当等相当額） （ 1, 254, 438, 144） （ 1, 781, 613, 967） （ 2, 631, 424, 047） （ 3, 965, 732, 131） （ 5, 493, 585, 797） （ 6, 793, 459, 244） 
（売買損益相当額） （△  2, 791, 315, 745） （△  3, 628, 518, 723） （△  5, 047, 907, 900） （△  7, 413, 811, 327） （△  10, 248, 062, 342） （△  12, 649, 840, 290） 
分配準備積立金 2, 253, 538, 665  2, 316, 097, 346  2, 331, 337, 687  2, 223, 186, 367  2, 158, 868, 228  2, 125, 846, 975  
繰越損益金 △  3, 146, 942, 317  △  3, 470, 695, 277  △  4, 156, 039, 300  △  4, 007, 034, 878  △  4, 916, 970, 617  △  3, 773, 166, 407  

（注 1）信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しております。
（注 2）追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。
（注 3）収益分配金の計算過程は「収益分配金の計算過程（総額）」の表をご参照ください。

■収益分配金の計算過程（総額）
項 目 第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期

（ａ）経費控除後の配当等収益 415, 305, 046円 428, 722, 980円 485, 211, 388円 337, 344, 384円 440, 734, 778円 548, 801, 179円
（ｂ）経費控除後の有価証券売買等損益  0  0  0  0  0  0
（ｃ）収益調整金 1, 254, 438, 144 1, 781, 613, 967 2, 631, 424, 047 3, 965, 732, 131 5, 493, 585, 797 6, 793, 459, 244
（ｄ）分配準備積立金 2, 065, 409, 194 2, 139, 541, 622 2, 137, 155, 920 2, 247, 449, 383 2, 163, 626, 753 2, 091, 523, 689
（ｅ）当期分配対象額（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ） 3, 735, 152, 384 4, 349, 878, 569 5, 253, 791, 355 6, 550, 525, 898 8, 097, 947, 328 9, 433, 784, 112
（ｆ）分配金 227, 175, 575 252, 167, 256 291, 029, 621 361, 607, 400 445, 493, 303 514, 477, 893
（ｇ）翌期繰越分配対象額（ｅ－ｆ） 3, 507, 976, 809 4, 097, 711, 313 4, 962, 761, 734 6, 188, 918, 498 7, 652, 454, 025 8, 919, 306, 219
（ｈ）受益権総口数 11, 358, 778, 773口 12, 608, 362, 811口 14, 551, 481, 053口 18, 080, 370, 048口 22, 274, 665, 165口 25, 723, 894, 675口
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通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）

分配金の課税上の取扱いについて
・分配金には、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金（特別分配金）」があります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または個別元本を上回る場合には、分配金の全額が普通分配金となります。
・分配落ち後の基準価額が個別元本を下回る場合には、下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）、残りの額が普通分配金です。
・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時における個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）
を控除した額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。
・普通分配金については、20. 315％（所得税15％、復興特別所得税0. 315％および地方税 5％）の税率による源泉徴収が行なわれ、
申告不要制度が適用されます。なお、確定申告を行ない、申告分離課税または総合課税（配当控除の適用はありません。）を選択
することもできます。
・法人の受益者の場合、税率が異なります。
・税法が改正された場合等には、上記の内容が変更になることがあります。くわしくは、販売会社にお問い合わせください。
・課税上の取扱いの詳細につきましては、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。

　当ファンドは少額投資非課税制度「ＮＩＳＡ（ニーサ）」および未成年者少額投資非課税制度「ジュニアＮＩＳＡ」の適用対象で
す。非課税口座における取扱いについては販売会社にお問い合わせください。

収　　益　　分　　配　　金　　の　　お　　知　　ら　　せ

１ 万 口 当 り 分 配 金
第12期 第13期 第14期 第15期 第16期 第17期
200円 200円 200円 200円 200円 200円

（単　　価） （7, 860円） （7, 619円） （7, 085円） （7, 106円） （6, 627円） （7, 083円）
●＜分配金再投資コース＞をご利用の方の税引き分配金は、上記（　）内の基準価額に基づいて自動的に再投資いたしました。
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クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ‒
ダイワ・アメリカン・リート・クワトロ・インカム・ファンド

　当ファンド（通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型））の主要投資対象である、ケイマン籍の外国投資
信託「クレディ・スイス・ユニバーサル・トラスト（ケイマン）Ⅲ‒ダイワ・アメリカン・リート・クワトロ・インカ
ム・ファンド」の受益証券（円建）の状況は次の通りです。
（注）2016年12月19日時点で入手しうる直近の状況を掲載しております。

（円建て）

財政状態計算書
2015年 9 月30日

資産
損益通算公正価値で測定する金融資産（取得原価 :6, 748, 475, 637円） 円 5, 582, 411, 548 
現金および現金同等物  100, 003, 942 
　　資産合計  5, 682, 415, 490 

負債
未払金内訳：
　　購入済み投資有価証券 100, 000, 000 
　　負債合計  100, 000, 000 

資本（償還可能受益証券保有者帰属純資産）
元本 6, 775, 281, 301 
繰越損失  (1, 192, 865, 811)
　　資本合計  5, 582, 415, 490 
資本・負債合計 円 5, 682, 415, 490 

通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）

13



包括利益計算書
2015年 6 月26日 (運用開始日)～2015年 9 月30日

収益

クーポン収入 円 187, 781, 126 
受取利息 3, 942 
損益通算公正価値で測定する金融資産に係る純実現損失 (26, 805, 664)
損益通算公正価値で測定する金融資産に係る評価損の純変動額  (1, 166, 064, 089)
　　損失合計  (1, 005, 084, 685)

費用
報酬代行会社報酬  899, 825 
　　費用合計  899, 825 
営業損失  (1, 005, 984, 510)
包括損失合計（業務活動による償還可能受益証券保有者帰属純資産の減少） 円 (1, 005, 984, 510)

2015年 9 月30日現在の担保付スワップの残高（純資産の100％）
変動利率の支払い／受取 支払い

変動利率の指数 米国 REIT クワトロ戦略

固定利率 0. 00%

満期日 2015年10月15日

カウンターパーティ クレディ・スイス・インターナショナル

想定元本 7, 089, 676, 845 円

原価 6, 748, 475, 637 円

公正価値 5, 582, 411, 548 円

評価損 (1, 166, 064, 089)円
（注） 担保付スワップへの投資を通じて、米国のリートへ投資するとともに、為替取引ならびにリートおよび通貨のカバードコール戦略を組み合わせています。

通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型）
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
2016年12月19日現在

区    　   分 銘   　　　  柄 年　利　率 額 面 金 額 評　価　額 償還年月日
% 千円 千円  

国債証券 635 国庫短期証券 ─ 7, 360, 000 7, 360, 140 2016/12/26 

（注）単位未満は切捨て。

■ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの主要な売買銘柄
公　社　債
 （2016年 6 月18日から2016年12月19日まで）

買　　　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　　額 銘　　　　　柄 金　　額

千円 千円
613 国庫短期証券  2016/9/12 38, 290, 545 
601 国庫短期証券  2016/7/19 32, 440, 634 
611 国庫短期証券  2016/9/5 32, 020, 679 
629 国庫短期証券  2016/11/28 21, 440, 750 
609 国庫短期証券  2016/8/22 18, 650, 416 
632 国庫短期証券  2016/12/12 18, 230, 651 
610 国庫短期証券  2016/8/29 18, 200, 396 
607 国庫短期証券  2016/8/15 15, 550, 277 
587 国庫短期証券  2016/8/10 14, 450, 060 
605 国庫短期証券  2016/8/8 13, 830, 474 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
　下記は、2016年12月19日現在におけるダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド（102,821,630千口）の内
容です。

（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）
2016年12月19日現在

区　　　分 額　面　金　額 評　　価　　額 組入比率
うちBB格
以下組入
比 　　率

残存期間別組入比率
5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 %  %  %  % %

国債証券 7, 360, 000 7, 360, 140 7. 1 ─ ─ ─ 7. 1 

（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。  
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 3）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。

＜補足情報＞
　当ファンド（通貨選択型　米国リート・αクワトロ（毎月分配型））が投資対象としている「ダイワ・マネーポート
フォリオ・マザーファンド」の決算日（2016年12月 9 日）と、当ファンドの決算日が異なっておりますので、当ファン
ドの第17期の決算日（2016年12月19日）現在におけるダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの組入資産の内
容等を15ページに併せて掲載いたしました。
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東京都千代田区丸の内一丁目 9番 1号
h t t p : / /www .da iwa－am . co . j p /

★当ファンドの仕組みは次の通りです。

運 用 方 針 安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。

主要投資対象 円建ての債券

運 用 方 法
①円建ての債券を中心に投資し、安定した収益の確保をめざして安定運用を行ないます。
②円建資産への投資にあたっては、残存期間が 1年未満、取得時においてＡ － 2 格相当以上の
債券およびコマーシャル・ペーパーに投資することを基本とします。

株式組入制限 純資産総額の10%以下

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド
運用報告書　第 8期　（決算日　2016年12月 9 日）

（計算期間　2015年12月10日～2016年12月 9 日）

ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンドの第 8期にかかる運用状況をご報告申し上げます。
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

《運用経過》
◆基準価額等の推移について
【基準価額・騰落率】
期首：10, 056円　期末：10, 052円　騰落率：△0. 0%

【基準価額の主な変動要因】
低金利環境が継続したことなどから、基準価額は下落しました。

◆投資環境について
　○国内短期金融市況

期首より、日銀は量的・質的金融緩和を継続し、2016年 1 月には
マイナス金利付き量的・質的金融緩和の導入を、 9月には長短金利
操作付き量的・質的金融緩和の導入を決定しました。このような日
銀の金融政策を背景に、国庫短期証券（ 3カ月物）の利回りおよび
無担保コール翌日物金利は低下しました。

◆前期における「今後の運用方針」
流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ロー
ン等の短期金融資産への投資により、安定的な運用を行なってまい
ります。

◆ポートフォリオについて
流動性と資産の安全性に配慮し、短期の国債およびコール・ローン
等による運用を行ないました。

◆ベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の評価または目標基準となるベンチマークおよび
参考指数を設けておりません。

《今後の運用方針》
流動性と資産の安全性に配慮し、安定的な運用を行ないます。

（円）

期　首
（2015. 12. 9）

期　末
（2016. 12. 9）

10, 057

10, 056

10, 055

10, 054

10, 053

10, 052

10, 051

基準価額

■当期中の基準価額の推移

年　月　日
基 準 価 額 公 社 債

組入比率騰 落 率
円 ％ ％

（期 首）2015年12月 9 日 10, 056 ─ 51. 3 
12月末　 10, 056 0. 0 53. 4 

2016年 1 月末　 10, 056 0. 0 57. 6 
2 月末　 10, 056 0. 0 42. 0 
3 月末　 10, 056 0. 0 5. 2 
4 月末　 10, 056 0. 0 5. 4 
5 月末　 10, 055 △ 0. 0 0. 1 
6 月末　 10, 055 △ 0. 0 1. 9 
7 月末　 10, 054 △ 0. 0 19. 3 
8 月末　 10, 054 △ 0. 0 45. 8 
9 月末　 10, 053 △ 0. 0 26. 0 
10月末　 10, 053 △ 0. 0 3. 4 
11月末　 10, 052 △ 0. 0 26. 7 

（期 末）2016年12月 9 日 10, 052 △ 0. 0 28. 1 
（注 1）騰落率は期首比。
（注 2） 公社債組入比率は新株予約権付社債券（転換社債券）および債券先物を除

きます。
（注 3） 当ファンドは、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なっており、

ベンチマークおよび参考指数はありません。

■売買および取引の状況
公　社　債

（2015年12月10日から2016年12月 9 日まで）
買　付　額 売　付　額

国
　
内 国債証券

千円 千円
436, 874, 861 ─

（ 409, 652, 750）
（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。   
（注 2）（　）内は償還による減少分で、上段の数字には含まれておりません。
（注 3）単位未満は切捨て。

■ 1万口当りの費用の明細
項　　　　目 当　　　　期

売買委託手数料 ─円
有価証券取引税 ─
その他費用 0
　（その他） （0） 

合     計 0
（注 1） 期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって

受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。費用の項
目および算出法については前掲の「 1万口当りの費用の明細」の項目の概
要をご参照ください。

（注 2） 各項目ごとに円未満を四捨五入してあります。
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

■投資信託財産の構成
2016年12月 9 日現在

項 目 当 期 末
評 価 額 比 率

千円 ％
公社債 29, 310, 563 27. 2 
コール・ローン等、その他 78, 355, 232 72. 8 
投資信託財産総額 107, 665, 795 100. 0 
（注）評価額の単位未満は切捨て。

（2）国内（邦貨建）公社債（銘柄別）
当　　　　　　期　　　　　　末

区　分 銘   　　　  柄 年利率 額面金額 評価額 償還年月日
% 千円 千円  

国債証券 632 国庫短期証券 ─ 18, 230, 000 18, 230, 147 2016/12/12 
634 国庫短期証券 ─ 3, 720, 000 3, 720, 073 2016/12/19 
635 国庫短期証券 ─ 7, 360, 000 7, 360, 342 2016/12/26 

合計
銘柄数 3銘柄 
金  額 29, 310, 000 29, 310, 563 

（注）単位未満は切捨て。

■組入資産明細表
（1）国内（邦貨建）公社債（種類別）
作 成 期 当　　　　　　期　　　　　　末

区　 分 額面金額 評 価 額 組入
比率

うち BB 格
以下組入
比 率

残存期間別組入比率
5年以上 2年以上 2年未満

千円 千円 % % % % %
国債証券 29, 310, 000 29, 310, 563 28. 1 ─ ─ ─ 28. 1 
（注 1）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合。     
（注 2）額面金額、評価額の単位未満は切捨て。
（注 3）評価額および格付情報については金融商品取引業者、価格情報会社等より

データを入手しています。

■主要な売買銘柄
公　社　債

（2015年12月10日から2016年12月 9 日まで）
当　　　　　　　　　　期

買　　　　　　　　　　付 売　　　　　　　　　　付
銘　　　　　柄 金　額 銘　　　　　柄 金　額

千円 千円
613 国庫短期証券  2016/9/12 38, 290, 545 
601 国庫短期証券  2016/7/19 32, 440, 634 
611 国庫短期証券  2016/9/5 32, 020, 679 
591 国庫短期証券  2016/5/30 27, 000, 600 
629 国庫短期証券  2016/11/28 21, 440, 750 
609 国庫短期証券  2016/8/22 18, 650, 416 
632 国庫短期証券  2016/12/12 18, 230, 651 
610 国庫短期証券  2016/8/29 18, 200, 396 
596 国庫短期証券  2016/6/20 17, 520, 381 
533 国庫短期証券  2016/5/20 17, 450, 349 

（注 1）金額は受渡し代金（経過利子分は含まれておりません）。
（注 2）単位未満は切捨て。

■資産、負債、元本および基準価額の状況
2016年12月 9 日現在

項 目 当 期 末
（Ａ）資産 107, 665, 795, 581円

コール・ローン等 78, 354, 409, 362  
公社債（評価額） 29, 310, 563, 469  
その他未収収益 822, 750  

（Ｂ）負債 3, 360, 063, 840  
未払金 3, 360, 063, 840  

（Ｃ）純資産総額（Ａ－Ｂ） 104, 305, 731, 741  
元本 103, 766, 716, 434  
次期繰越損益金 539, 015, 307  

（Ｄ）受益権総口数 103, 766, 716, 434口
1 万口当り基準価額（Ｃ／Ｄ） 10, 052円

＊ 期首における元本額は4, 068, 192, 218円、当期中における追加設定元本額は
128, 013, 693, 034円、同解約元本額は28, 315, 168, 818円です。 
＊ 当期末における当マザーファンドを投資対象とする投資信託の元本額は、ダイワ
米ドル・ブルファンド（適格機関投資家専用）512, 014, 302円、ダイワ米ドル・ベ
アファンド（適格機関投資家専用）11, 755, 926, 415円、コーポレート・ハイブ
リッド証券ファンド2015‒07（為替ヘッジあり／限定追加型）995円、通貨選択型
米国リート・αクワトロ（毎月分配型）159, 141円、通貨選択型アメリカン・エク
イティ・αクワトロ（毎月分配型）159, 141円、コーポレート・ハイブリッド証券
ファンド2015‒10（為替ヘッジあり）995円、コーポレート・ハイブリッド証券
ファンド2015‒10（為替ヘッジあり）Ⅱ995円、コーポレート・ハイブリッド証券
ファンド2015‒12（為替ヘッジあり）995円、コーポレート・ハイブリッド証券
ファンド2016‒02（為替ヘッジあり／限定追加型）995円、コーポレート・ハイブ
リッド証券ファンド2016‒08（為替ヘッジあり／限定追加型）995円、ダイワ／ロ
ジャーズ国際コモディティ TM・ファンド15, 363, 351円、ダイワ／フィデリティ・
アジア・ハイ・イールド債券ファンド（通貨選択型）日本円・コース（毎月分配
型）998円、ダイワ／フィデリティ・アジア・ハイ・イールド債券ファンド（通貨
選択型）ブラジル・レアル・コース（毎月分配型）998円、ダイワ／フィデリ
ティ・アジア・ハイ・イールド債券ファンド（通貨選択型）アジア通貨・コース
（毎月分配型）998円、ダイワＴＯＰＩＸベア・ファンド（適格機関投資家専用）
89, 575, 789, 270円、ダイワユーロベア・ファンド（ 3倍、非リバランス型）（適格
機関投資家専用）1, 501, 723, 555円、ダイワ豪ドル建て高利回り証券α（毎月分配
型）9, 949円、ダイワ米国国債 7 ‒10年ラダー型ファンド・マネーポートフォリオ 
－ＵＳトライアングル－351, 635, 806円、ダイワ豪ドル建て高利回り証券ファンド 
－予想分配金提示型－53, 926, 540円です。

＊当期末の計算口数当りの純資産額は10, 052円です。
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ダイワ・マネーポートフォリオ・マザーファンド

■損益の状況
当期　自2015年12月10日　至2016年12月 9 日

項　　　　目 当　　　　期
（Ａ）配当等収益 △  31, 874, 427円

受取利息 △  7, 919, 727  
その他収益金 822, 750  
支払利息 △  24, 777, 450  

（Ｂ）有価証券売買損益 △  1, 748, 531  
売買益 39  
売買損 △  1, 748, 570  

（Ｃ）その他費用 △  248, 630  
（Ｄ）当期損益金（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） △  33, 871, 588  
（Ｅ）前期繰越損益金 22, 707, 764  
（Ｆ）解約差損益金 △  153, 699, 691  
（Ｇ）追加信託差損益金 703, 878, 822  
（Ｈ）合計（Ｄ＋Ｅ＋Ｆ＋Ｇ） 539, 015, 307  

次期繰越損益金（Ｈ） 539, 015, 307  
（注 1） 解約差損益金とは、一部解約時の解約価額と元本との差額をいい、元本を

下回る場合は利益として、上回る場合は損失として処理されます。 
（注 2） 追加信託差損益金とは、追加信託金と元本との差額をいい、元本を下回る

場合は損失として、上回る場合は利益として処理されます。 
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